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〈編集後記〉

ご存知の通り世界のヘリウム情勢は依然として厳しく、限られた資源であるヘリウムの

サステナビリティを意識した研究活動が求められています。談話室で取り上げた東大物性

研によるヘリウムリサイクル事業もその流れの一環であり、本センターにとっても大変参

考になる内容です。近年はスーパーマーケットでも「顔が見える野菜」を見かけますが、

本号では「顔が見える寒剤」に相当するものとして吹田分室のメンバー紹介を行っています。

メンバーの皆様の人となりに触れることで、一ユーザーとして普段から大切に使っている

寒剤のありがたみを再確認した次第です。これらに加えて、GaNの大口径結晶成長、無冷

媒技術による装置開発、新しく着任された千葉先生・小山先生のトピックス、恒例の大貫

先生のエッセーと充実した内容となっております。教育・研究の合間にお楽しみいただけ

ましたら幸いです。
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表紙説明：(a) GM冷凍機を用いて開発した比熱測定装置の外観図。(b) 支持部（熱浴）の温度振動。
それぞれ、赤：冷却ヘッド部分、緑：ヘリウムの液化なし、黒：ヘリウムの液化ありの温度振動。 
(c) アデンダの温度振動。それぞれ、赤：従来の吊り下げ型、黒：新しいパイプ型のアデンダ。
点線はその時の支持部（熱浴）の温度振動。詳細は本文（ｐ.9）を参照。




